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(1) 702を素因数分解すると

702 = 2× 3 ア × イウ

となる．702の正の約数の個数は エオ 個である．

(2) 不定方程式

9x− 23y = 1

の整数解のうち，xが正の整数で最小になるのは

x = カキ , y = ク

である．

(3) 太郎さんと花子さんは，次の二つの条件 (A)，(B)を満たす正の整数について考

えている．

(A) nと 702の最大公約数が 9である．

(B) nを 23で割った余りが 6である．

( i ) 二人は，条件 (A)について話をしている．

太郎：まず，条件 (A)を満たす nについて考えてみようよ．

花子：条件 (A)から nは 9で割り切れることがわかるね．

太郎： 702を 9で割ると 78になるね．

花子： nを 9で割ったときの商と 78との間にどのような関係があるかな．

条件 (A)より，nはある正の整数 mを用いて，n = 9mと表されることがわ

かる．このとき，m に関する記述として，次の 0～ 2 のうち，正しいものは

ケ である．

ケ の解答群

0 mは 78の倍数である．

1 mは 1と 78以外の 78の約数である．

2 mと 78の最大公約数は 1である．

(ii) 二人は，次のように話している．

太郎：条件 (A)と条件 (B)をともに満たす nを求めるには，どうすればい

いのかな．

花子： nは 9の倍数であり，また 23で割った余りが 6であるから，不定方

程式 9x = 23y + 6 の整数解を利用することができそうだね．

x = カキ ，y = ク が不定方程式 9x = 23y + 1 の整数解であることを

用いると，不定方程式

9x = 23y + 6

のすべての整数解は，kを整数として

x = カキ × 6 + コサ k, y = ク × 6 + シ k

と表される．
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(iii) ( i )と (ii)より，条件 (A)と条件 (B)をともに満たす正の整数 nのうち最小の

ものは スセソ であることがわかる．ぐう

(4) 次の命題 (a)，(b)，(c)の真偽の組合せとして正しいものは タ である．

(a) 702との最大公約数が 9であり，かつ 23で割った余りが 4 である正の整数が

存在する．

(b) 702との最大公約数が 9であり，かつ 24で割った余りが 7 である正の整数が

存在する．

(c) 702との最大公約数が 9であり，かつ 24で割った余りが 6 である正の整数が

存在する．

タ の解答群

　 0 1 2 3 4 5 6 7

(a) 真 真 真 真 偽 偽 偽 偽

(b) 真 真 偽 偽 真 真 偽 偽

(c) 真 偽 真 偽 真 偽 真 偽

(25 共通テスト 本試験 旧 IA 4)

【答】
ア

3

イウ

13

エオ

16

カキ

18

ク

7

ケ

2

コサ

23

シ

9

スセソ

765

タ
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【解答】

(1) 702を素因数分解すると
2
)

702

3
)

351

3
)

117

3
)

39

13

702 = 2× 33 × 13 ……（答）

である．702の正の約数は，整数 a, b, c, を用いて

2a × 3b × 13c (0 ≦ a ≦ 1, 0 ≦ b ≦ 3, 0 ≦ c ≦ 1)

と表すことができる．a, b, cのとり方は

a = 0, 1 の 2通り，
b = 0, 1, 2, 3 の 4 通り，
c = 0, 1 の 2通り

があるので，正の約数の個数は全部で

2× 4× 2 = 16 個 ……（答）

である．
(2) 9x− 23y = 1 …… 1⃝

9 · (−5)− 23 · (−2) = 1 …… 2⃝
1⃝, 2⃝の辺々を引くと

9(x+ 5)− 23(y + 2) = 0

9(x+ 5) = 23(y + 2)

9と 23は互いに素であるから

x+ 5 = 23k (k は整数) ∴ x = −5 + 23k
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と表すことができ，このとき

y + 2 = 9k ∴ y = −2 + 9k

である．xが正の整数で最小となるのは k = 1のときであり，このとき

x = 18, y = 7 ……（答）

である．

• 2⃝は互除法を利用することにより得られる．すなわち

23 = 9 · 2 + 5

9 = 5 · 1 + 4

5 = 4 · 1 + 1

であるから，逆にたどると

1 = 5− 4 · 1
= 5− (9− 5 · 1) = 5 · 2− 9

= (23− 9 · 2) · 2− 9 = 23 · 2− 9 · 5

∴ 9 · (−5)− 23 · (−2) = 1

となる．

(3) (A) nと 702の最大公約数が 9である．

(B) nを 23で割った余りが 6である．

( i ) 条件 (A)により，nはある正の整数mを用いて，n = 9mと表される．このとき

(A) ⇐⇒ 9mと 2 · 33 · 13の最大公約数は 9である

⇐⇒ mと 2 · 3 · 13(= 78)は互いに素である

であり，mと 78の最大公約数は 1である． ケは 2である． ……（答）

(ii) 不定方程式

9x = 23y + 6 …… 3⃝
を解く．(2)より

9 · 18 = 23 · 7 + 1

∴ 9 · 18× 6 = 23 · 7× 6 + 6 …… 4⃝

が成り立つ． 3⃝, 4⃝の辺々を引くと

9(x− 18× 6) = 23(y − 7× 6)

となる．9と 23は互いに素であるから，整数 k を用いて

x− 18× 6 = 23k ∴ x = 18× 6 + 23k ……（答）

と表すことができ，このとき

y − 7× 6 = 9k ∴ y = 7× 6 + 9k ……（答）

と表される．
(iii) 条件 (A)と条件 (B)より，正の整数 nについて{

n = 9m (mと 78の最大公約数は 1)

n = 23l + 6

をみたす整数m, lが存在する．第 2式は 9m− 23l = 6となり，(ii)より，m, lは{
m = 18× 6 + 23k = 108 + 23k

l = 7× 6 + 9k

となる．最小な正の整数mを求める．

18× 6 + 23k > 0 ∴ k > − 108
23

= −4.6 · · ·
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k は整数であるから k ≧ −4である．

k −4 −3 −2 −1 0 · · ·
m 16 39 62 85 108 · · ·

となる．これらのmについて条件

「9mと 78(= 2 · 3 · 13)の最大公約数が 1である」 …… (∗)
の成立を調べる．

m = 16, 62, 108は偶数であり，条件 (∗)を満たさない．
m = 39(= 3 · 13)も条件 (∗)を満たさない．
m = 85(= 5 · 17)のとき，条件 (∗)を満たす．

よって，条件を満たす正の整数 n = 9mのうち最小のものは

9× 85 = 765 ……（答）

である．

(4) (a)

{
n = 9m (mと 78の最大公約数は 1)

n = 23l + 4
を満たす整数 l, mについて考える．

不定方程式 9m = 23l + 4は (2)(ii)と同じようにして{
m = 18× 4 + 23k = 72 + 23k

l = 7× 4 + 9k
(k は整数)

となる．k = −1のとき m = 49であり，mと 78の最大公約数は 1であるという条件を
満たす．命題 (a)は真である．

(b)

{
n = 9m (mと 78の最大公約数は 1)

n = 24l + 7
を満たす整数 l, mについて考える．

不定方程式 9m = 24l + 7は

3(3− 8l) = 7

と変形される．左辺は 3の倍数であるが，右辺は 7 = 3 · 2+ 1より 3で割った余りが 1で
ある．したがって，これを満たす整数 l, mは存在しない．命題 (b)は偽である．

(c)

{
n = 9m (mと 78の最大公約数は 1)

n = 24l + 6
を満たす整数 l, mについて考える．

不定方程式 9m = 24l + 6は

3m = 8l + 2 ∴ 3m = 2(4l + 1)

2と 3は互いに素であるから，m = 2k (k は整数)と表すことができる．mと 78は公
約数 2をもつことになり，「mと 78の最大公約数は 1」という条件を満たさない．命題 (c)

は偽である．

以上より，命題 (a)，(b)，(c)の真偽の組合せとして正しいものは 3 である． ……（答）


